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_r,_．ｑ－

１．調査の実施状況 ．．：

１）実施機関および担当者名、：｜いく～￣円／ｉ

実施機関か東京都水産試験場、－くへ:．ﾉｰ場長神崎」喜瑞夫

担当者〉同…汁大島分場分場長塩屋癩'雄

ｊハコノ：邦がい':～｡～にﾊ侮二瀞・漁ＵＥ草苅ハ/１，正

Ⅶけ汀（．‘r）Ｉ石川吉造

へ”い'：。～〆几大矢稚道
､､..｡！：’!

■､：／フ･ランクトン 大槻知寛
一.．’.’一色．’Ｉ．！１，

－州ルー卵・庁稚仔岩田光正

（川'Ⅱ海上調査藤浦紀光

－W７１Ｊい:首青沼勇

バリ）－m．…〃－－ 佐野惣吉

もハ･~「.．.．；〃 ｉＬ:Ⅲ／笹本光敏

同八丈分場”浅沼良…清し、

２）沖合定線調査《〈’Ｂｉ

（１）実施調査船一一→百ﾊﾟﾃ＋作■～ＪＡＭ：

船名あず注､；船長～藤浦紀光／乗組員一i１８名

”やしお≦:/ｒiii少Ｌｌ菊地寅好/(～〃ぺ７名

”拓南Ｌｉｆｌ～石井義道蘓〃 １８名

調査船要目，11ローガハ｣;姉～い::が戸

○あずま：';》－（１１Ｆ

トン数iか＄６)２５２<トン 速力８．０ノット

機関の種類１ｍヂーゼル…（阪神）馬力２５０ＰＳ

測深機Ｔ､８．－０型（ＴＳＫ製）馬力２５馬力

！〔jAhIi、r-A1L/i、ワイヤーＬ１ｑＤＯｍ

音響測深機型式ぷし産研ニュニスーパグラフｃｌ５００型

ＫＣｍ２８ｉＫＯＡＪｉｉ：

記録レンジ（浅）Ｏ～１５０，１００～２５０Ｆ２６

□

＋

、

■
）
；

＄

肩口録レンジ（炭）Ｕ～１６０，１００～ｚ５０Ｐ２０Ｕ～

３３０ｍ》～'い’；ｆｉｍ

Ｉｊ；１１１Ｐ１Ｔ－'J１ｗ－埒、‘
（深）Ｏ～５２》０や４０:０～９２０，１８００～

１，５２０ｍ

記録紙乾式（巾１５ｃｍ）

レーダー沖電気製１，５００

ロラン東海電機

、－１－．…

その他



Ｂ･亜 鶴見精器

○やしお

卜ン数

機関の種類

測深機

音,饗測深機

１５．７８トン 連カルス５ノットゴ

ヂーゼル（ヤンマー）～馬力，ＯＰＳ

手動式と ワイヤー５００ｍｷﾄﾌﾞ

型／式～産研ニュースーパークラフ画２，０００型

ＫＣ２８ＫＣ

記録レンジ（浅）０～１５０，１００～２５０，２００～

５５０ｍ

ｉ（深）Ｏ～８００，６００～１，４００，１，２００～

２，０００ｍ

記録紙湿式

レーダー古野電気ＦＲ－１５型

ＢＴ趨見精器

ａ

￣

その他

○拓南

卜ン数

機関の種類

側深機

音響測深機

１１５２トン 速力８．０ノットー

ヂーゼル（ヤンマー）馬力１６０ＰＳ

油圧式５馬力ワイヤー５００ｍ川

型Ⅶ式産研記録映像併用式ＴＬ１６型蝋

ＫＣ２８，７５，２０oＫＣ、

記録レンジ（浅）Ｏ～２００ｍ

（中)(1)Ｏ～４００ｍボ

（２）､～８００ｍ

（深）Ｏ～１，６００ｍ

記録紙叶Ｊ湿式ギ

レーダー日本無線ＴＭＡ－１２５Ａ型

ロラン東海電機

ＧＥＫ▼理研ＬＹ

「＋

▲
Ｗ

その他
￣

(2)観測定線概要図）；：

４月、２月大島～鳥島間（』線）

１０月し汀勝浦ＳＥ線（Ｉ線）

ば

１０側点

７測点

、Ｉ

－２－１



５６．Ｎ

５５。

Ｊ１Ｆ

〕ィの

J,、 ５４。
J278御蔵嶌

ｊ,８

Ｄｏｂ

心八文島

５５。
〕５０

島Ｑ・Ｃ

５２。

51。

諸島■

５０。

159.回１４０。141ｏ

図１．沖合観測定線図

142。 １４５。
盆

(5)調査項目

ａ・全測点において通常観測

海象水温塩素量、透明度、水色波浪、うねり、流向／流速､海深

気象風向い風力、雲量、雲型、天気気温、気圧

生物(毬)Ｂ網（Ｏ～１５０ｍ垂直曳き）

⑯Ａ網（表面水平5分曳き）
－５－

ｏ
、
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１
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ｂ
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特異現象魚群探知機による魚群分布

潮目の目視観測

ｂ･観測層

Ｏ、１０，２０，５０，５０，７５，１００，１５０、２００，５００，４００，

５００，６００ｍ（計１５層）
・共0.

(41）実施概要一
凸

調査年月日｜船名Ｉ側点数｜実施』点数｜欠測』点数｜調杏員名傭 考

－
１

よりＩ線に変更４ｂ、１０．６

４６．Ｚ、１６

ま上架中につき、

お、拓南にて実施

１
１
凶

４６

面倒

１k〈

5）地先定線調査

（１）実施調査船‘Ⅶ．；誌:～申

船名あずま、船長藤浦紀光・乗組員１８名
ｉｉｉ；；～

〃 やしお塾、〃菊地寅好”７名

調査船要目Ｉ）’か

２）のX(1)に同じ

(2)観測定線概要図………図２地先観測点線図

（観測点、１９側点）ｉ

(5)調査項目

ａ･全測,燕において通常観測

２）の(5)に同じ

▲

￣

｝」

ｉｆ･ノ

1.1..,1･･

イ’

－４－３
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図２ 地先観測定線図

b、観測層
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←白●'◆
ｳﾞ1可９

，や■ ･分-

(計１１層）

(4)実施概要
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考調査員名

青沼勇

青沼勇

青沼勇

青沼勇

青沼勇

青沼，勇

佐野惣吉

青沼勇

青沼勇

青沼勇，

笹本光敏

青沼勇
佐野惣吉

備

ＩＤＩⅢ■■■■
髄鏑雲麓iifM、

△

再

雛菫籍のため､やし
荒天のためＴ１５を欠測。

４）標本漁船調査
一：

昭和４２年度以降標本漁船調査は中｣l:。
'》」

5）予報資料収集方法Ｊ１

（１）加入電信（テレックス）

なし。

（２）その他の資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料。

指導船”あずま，’やしお〃”拓南”による調査資料。
市場および一般漁船における聞込み調査。

島しょ各漁業組合との電話連絡、および聞込み調査。

他県水試発行の漁海況速執水路部発行資料。

漁獲魚の魚体調査資料。

6）予報の発表

（１）漁海況速報

ト

ヨ’環竹晋ＩＤ数｜主を四

７２Ｔ,７日

６－１，－１９２門■

－６－－



●
●
●
●
●

．
『
ｎ
日
、
『
〃
〃
化
ラ
ヘ
回
）
三
句
’
，
、
。
”
（
、
）
二
ｍ
如
一
‐
（
、
〃
”
』
／
’
（
ｕ
》
（
西
〃
〃
一

〔［Ｈ刎一［］咄【卯『｜］”〔エー［戸再刎》［】］加召一］咄［刎一【］》［、『０［ＨＨ舛一［［旨卵ニ
ク
〃
《
、
）
》
〃
〃
グ
（
ｕ
其
”
）
（
叩
〉
〃
（
叩
叩
》
△
『
■
■
０
（
叩
〃
〃
』
△
『
■
■
■
（
、
〃
〃
」

△
毎
口
■
■
□
■
■
口
■
△
『
□
■
■

都下漁業協

同組合その

他関係官公

庁。

２１６．２５．５０日

１４．２１．２８日

11.18.25日

スイ４６２２．２９日

15.20.27日

１０．１z２５日

８．１５．２２日

１２．１，２６日

２１５．２５日

２１６．２５８５０日

カベ、底魚

底魚、イカ、トピ

アジ、イカ、底撹胤

アジ、イカ、底角ハ

アジ、イカ、底角

力、底魚イセエピ

魚、メジ、ハガツオ

ジキ、イカ、底魚

ジキ､イカ、底魚

ジキ、トビ、底魚

夕
、
、
、
、
イ
底
力
カ
カ

、
ペ
ペ
ペ
ペ
、
、
、
、
、

つ
く
カ
カ
カ
カ
ジ
カ
パ
パ
ハ
パ

サ
ダ
ダ
タ
ク
ア
ド
イ
サ
サ
〕
ザ

民

５月２

計’５７４４部’７２ケ所

(2)その他の予報の公示の方法

伏島分場だより」に各種調査結果ならびに予報を掲載し、`発行（月２回）する。

～大島漁業用海岸局より、〆漁海況調査結果の無線放送、ならびに港内放送による停泊漁

船への周知。口ｆ

その他新｣聞等への公表。一～？

2．調査研究結果

1）海洋状態の推移と特徴

海洋状態の推移，

昭和４４年４月遠洲雛沖に発生した冷水塊は、｜司年１２月以降列島線を中心に分布

したが、昭和４５年４月に入るとその勢力は衰え､ｉ５月上旬分裂縮少し危」

昭和４５年５月まで青ヶ島付近を流去していた黒潮は､‘月には北上し八丈島南を

ＮＥに流去した。このため島しょ海域は全域で昇温し地先定点水温は５月に比べ各層

とも２～５℃高目となった。

＝５月中旬黒潮勢力の増大に伴ない冷水塊は縮少し、八丈島は黒潮流域内に入り、こ

の時期に八丈島定置水温は４～５℃の昇温を示した。

目叶６月に入り黒潮は徐々に北上し、上旬には新黒獺付近をＮＥに流去し、下旬には御

■ど蔵島近海まで北上した｡,'地先定点水温はi南部海域で著しく昇温し、列島線東側海岸で

はほぼ平年並まで回復した。

７月上旬黒潮は－時やや南下したが、下耳には神津島、三宅島を結ぶ線まで達した。

三宅島以北各島定置水温は、この時期に２～５℃の急激左昇温がみられ、三宅島、新

島では平年を上廻ろ水温となった。

－７－

■



８月前鶚三宅島～御蔵島間を流去した黒潮は後半三宅島を迂回するエうな形と

なり、一部が分枝流となり大島～新島間に流入した。このため島し進海域は全域縣潮
｜；』’

に覆われ『水温は７月に比べ３～5℃高目となった。ひ□

９月中、黒潮流臘軸の大きな変動はなく、ほ苫御蔵島近海をＮＥに流去した｡島しエ

海域水温は､黒潮流路にあたる三宅島以南海域では平年を上廻った瓜北部海域では.

平年を下廻ったか歩へいへ：

’ｏ月上中旬における黒潮は､銭洲南方工ｂ列島線を北上し大島に接近した後IDに
，辻」，￣ド、,

向きを変えた房総沖に流去した。このため再び島しょ海域は全域黒潮流域内に入り、
ロ.：.､.･ 卜冬．／：砕

各島定置水温は平年§Ｂ２～5.Ｃｌ二廻ろ日が続いた。下旬に入ると黒潮流軸はやや南下し、
ｄｏ｡｡ケロ

１‘ｂ￣

御蔵島～八丈葛間をＮＥに流去しプヒ。

，１月、還洲灘沖に冷水塊が発生した。黒潮はこの冷水塊を迂回して流れず月前半

には列島線を北上したバビ後半には冷水塊の東への張出しとともに黒潮流軸は東偏し、

列島線の東側を北上する形となった。このため島しょ海域は南自部より徐々に冷水塊の

影響を受け、八丈島定置水温は下旬には平年に比べ２℃以上低日と淀づたび

，２月に入ると伊i豆諸島海域は冷水塊に完全に覆われ十黒潮は八丈島南を迂回する

;ように往った。このため島しェ海域水温:は急激に降温し、地先定点｡水温は前月に比べ

各層とも５～１０℃低目と在った。～’２：'い」

１月の海況は’２月とほぼ同様であったが、冷水塊の中心部が御蔵島～:八丈島間に

張り出したたぬとの海域では異常左低温と丘b、２００ｍ層では平年を６℃も下廻一｡‐（

ド、：へ．１．戸・にい;に

わる水温となった。

２月には冷水塊が南に張り出したため黒潮本流は南下し､ノイペヨネーズ付近に雀で達

した。島し工海域は南ほど冷水塊の影響を強く受け、各島定置水温:は大島では平年並

であったが､:三宅島では’～２℃、:八丈：島では２～５℃低回であう魅～

５月に入ると冷水塊は東l/亡張り出したため、列島線上における黒潮流軸の位置はや

や北上し､青ヶ島付近をＥ～SIDに流去した。上のだ:め'八丈島は二黒潮流域に入り、定

置水温も月末にiは平年並まで回復した｡『＄琳

徴ｊＦｍ－

▲

▲

￣

特徴へ～

‘以上のエう丘海洋状態の推移からみて、本年の海洋状態の特徴として次の様なことが

挙げられる。

土J○４～６月；４４年１２月以降列島線上に張出した冷水塊は《４～５月にかけて衰退し、

■６月上旬消滅した。これ忙伴ない黒潮流軸は徐々に北偏し丁御蔵島付近ま

で達した。島しょ海域水温もこの時期から昇温して、６月には平年並とな

－づた゜

○７～１０月；この期間中黒潮は一時的を変動を除いてＮ型で経過し、島しょ〕海域水温

は黒潮流域内では平年より高く、北部海域では低目であった。また、名島

－８－



：：憲置氷温は平年並ないしゃや高目に経過した。＞）

○１１～５月；１１月上旬遠洲滕沖に冷水塊が発生し、１２月には列島線上まで張出し

～〆：～た･（ｃ型）とのため黒潮は八丈島の南を迂１回し､島しェ海域は全域低水

一」温忙覆わｵﾑ特に八丈島近海では異常な低温と丘1つた。

(1)沖合定線調査

◎１４月中旬観測ｎ１１ｉｊ

Ｕ黒潮本流は青ヶ島近海をnｍに流去し、水温はこの海域で最も高かった。

０ｍ層水温は、大島近海が１５℃台で南下に伴ない昇温し御蔵島南では１１℃台に

～…達した６八丈島近海では１８℃台に低下したが青ヶ島近海では１９℃台とな(D、ベヨ

ヘ（ネーズ以南海域｝は１８℃台であったｄｌＯＯｍ層水劒温蝋同i様な傾向膠にあくり、大島近海

Iでは１５℃台、御蔵島南１８℃台可八;丈島近海１５～１６℃台青ヶ島近海１９℃台

ペヨネーズ以南１７～１８℃台であった。２００ｍ層､では大島近海１５℃台ＳＥ宅島

～八丈島間１４～１５℃台青ヶ島以南は１７～１８℃台の水帯が分布したくみ

◎１０月:上旬観測、ｗに)～，：口いう:脳ルイは■/γ;<い;■ﾙｰ

ﾑ－Ｆ今年より１０月沖合調査はＩ線（勝浦ＳＥ線）に変・更した６，:｝が一

黒潮本流はｓｔｆＯ１６ｉ～０１７付近をＮＥに流去し、この海域では流速が極めて速

「士かつたがいその他の測点ではゆるやかであったｄ雀たｓｔ，０１６～０１７間には潮目

;～､があり、標流物のＩ浮遊が多かった～＝川

討－－:Ｔｏｍ層水温分布は沿岸域が２５．５℃､)沖合が２５．:７℃と大差は認められ丘かつたが、

～中間のｓｔ,:０１７が２６８２℃とやや高目であった｡１００ｍ層では黒潮流軸とみられ

るｓｔ，０１７の水温が２４．５℃と高く、それより沿岸及び沖合は逐次低温であった。

２００ｍ層ではｓｔ，０１６が１１．５℃と低いが、ｓｔ，０１７～沖合は白１６～１８℃台

／‘で各測点の水温は交互に高低となっていた。何Ｊい

◎：２月中旬～５月上旬観測．．〆刀ノム唯

黒潮本流はペヨネーズースミス島間を流去したため、調査海域では青ヶ島近1海でＳ

～Ｅ～ＥＳＥ／北Ｏ～1.5ｋｔの弱い海流が認め；られたのみであったふい～

Ｌ－Ｏｍ層水温は大島『お駐び八丈島近海で１４℃台と低くい黒瀬付近で１７℃のほかは

－１５～１６℃台であった｡円↑ＯＵｍ層:は大島～青ヶ島間全域が14℃台の冷水に覆われ

ていた。２００ｍ層｢ては黒瀬付近で１０．７i℃と最も低く、八丈島南では１５．５℃と高

かった。－１ｒ

(2)地先定線調査ｊﾛハ杵Ⅲ

＜◎４月下旬観測

十調査海域においては黒潮の流去は認められず6｢大島～三宅島間にＮＥ／ｔｏ～1.5

ｋt・御蔵島東海域で８Ｗ／1ｋt・神津島南沖でＮＮＥ／1.5～２０ｋｔの弱v梅流

：が認められたのみであったＴい，］…

－９－…



水温分布は各層とも北部海:域が低く、南部海域が高い傾向を示し、０ｍ層は大島東

近海で１５℃台と低く、三宅島以南海域で１９℃台であった。５０ｍ層では大島近海

で１４℃台、御蔵島近海で１９℃台､１００ｍ層では大島近海で１５℃台、新島～三

宅島海域で１５～１６℃台、~御蔵島以南海域では１７～１９℃台であった。

◎５月下旬観測

調査海域においては依然黒潮本流は認められず､三宅島東沖でNNW／05kt､

新黒潮付近でＮＮＥ／1.5ｋt、新島付近でIDNE／１ｋｔの海流が認められたのみ

てきあった。

水温分布は各層とも新島、三宅島を中心とする中部海域で低く、房総近海および御

Ｚ蔵島南西海域で高い傾向にあり、０ｍ層'ては中部海域で１７～１８℃台､ｉその他の海

域で１９～２０℃台、５０ｍ層ではそれぞれ１４～１６℃、１７～１８℃台１００

ｍ層でも１５～１４℃、１５～１６℃台であった。

◎６月上旬観測

黒潮は新黒瀬付近をＮＥに流去した。大島近海室で黒潮の影響下に入り、大島～三

宅島間でＮＥ／５ｋt、神津島南沖でＮ～ＮＮＥ／２～5ｋｔの顕著な海流が認めら

つれた|ヨハ列島線東側海域でＮＮＥ～ＨＮＥ／１～2ｋｔの海流がみられた。

～水温分布は各層とも概ね銭洲～新島～大室出し海域で低く、東に漸次高い傾向にあ

り、東から黒潮の接近がうかがえた。０ｍ層では列島線の西側で１９～２０℃台東

側で２０～２２℃台、５０ｍ層では大室出しで１４．６℃と低いのをはじめ列島線~西側

で１８℃以下東側で１８～２２℃台１００ｍ層では列島線西側で1,2～１４℃台、

東側で１５～１９℃台であった。ｎｗ

ｏ７月上旬観測ａＬ ：：、

黒潮は御蔵島近海をＥＩ/て流去し、一部は三宅島近海まで張出して(おり、三宅島以南

海域でＥ～ＥＮＥ／２～５ｋｔの海流がみられ、また大鳥近海でもID／1.5ｋｔの海

流がみられた。

水温は各層とも北部で低く南部で高い傾向を示したが、特i/亡野鳥崎近'海で低温であ

った。０ｍ層は北部海域で１９～２０℃台三宅島～新黒瀬海域で２５～２４℃台の

水帯が分布した６５０ｍ層では野島崎近海をちびに新島西側海域で１６℃以下、三宅

島以南海域で２０℃以上となっており、１００ｍ層では野島崎近海が１１～１２℃台

御蔵島以南海域が１８～１９℃台であった。

◎８月下旬観測

黒潮本流は神津島、三宅島近海をＥに流去しており、三宅島以南海域ではＥ～Ｅ／

Ｓ／２～５ｋｔの強流が認められた。また新島～大島間には分枝流の流入がみられ、

との海域ではＥＮＥ／２０～２５ｋｔの海流が認められた。

水温分布は各層とも大島から三宅島近海にかけて舌状に低温水（０ｍ層２４～２５

－１０－
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℃台５０ｍ層１５～１９℃台１００ｍ層１４～１５℃台）が分布し、そのまわり

を高温水帯が取り巻き、０ｍ層、５０ｍ層では大島～新島海域にかけ、西から高温水

の張出しがみられた。

◎９月中旬観測

I黒潮本流は御蔵島近海をＮ回～ＥＮＥに流去しており、御蔵島西海域でＥＮＥ／２

～５ｋｔ、同南東海域でＮＥ／２０～２５ｋｔの強流がみられた。また、新島～三宅

島海域でもＮＥ／２０～２５ｋｔの懸著な海流が認められた。

水温分布は各層とも新島西側から大島～三宅島にかけての海域に低水温がみられ、

この海域では０ｍ層２２～２４℃台、５０ｍ層１４～１８℃台１００ｍ層１２～１

４℃台(であった。御蔵島以南海域には０ｍ層２７℃台、５０ｍ層２５～２６℃台、１

００ｍ層２２～２４℃台の高水温がみられ、また野島崎沖の５０～１００ｍ層にも高

水温帯がみられた。

◎１０月中旬観測■」～

黒潮本流は三宅島近海をＮＥに流去した。三宅島～御蔵島西海域でＮＮＥ／２ｋｔ、

三宅島北東海域でＥ／２５～5.5ｋｔの顕著症海流がみられた。また大島～伊豆半島

間にはＳＳＷ／２０～２５ｋｔの黒潮反流とみられる逆潮が認められた。

０ｍ層水温は列島線の東側海域で２５～２６℃台、西側海域で２４℃台であった。

５０ｍ層水温は御蔵島近海で２６℃台と最も高かったほか列島線東側で２４℃以上と

高く、;新島西側海域で１１５℃と低かった１００ｍ層では三宅島東に２５℃の高温

…水塊があり、一部は大島近海まで張出していた。

◎１１月上旬観測

黒潮本流は三宅島近海をＮＥ～ＮＮＥに流去し、海流は三宅島南海域でＮＥ／２～

５ｋｔ、同東海域でＮ～ＮＮＥ／２～５ｋｔの強流が認められたほ力、調査海域全域

がＮ～ＨＮＥ流であったまた大鳥竜王崎沖にＮＥ～ＳＷ方向に延びる顕著症潮目が

みられた。

０ｍ層水温分布は相模湾から新島近海にかけて２１～２２℃の低水温が張出し、そ

iの他の海域は２５～２４℃の水温であった。５０ｍ層水温は大島～伊豆半島～新島の

:北西海域で２１～２２℃台房総半島～神津島以南海域で２５～２４℃であった６１

００ｍ層では御蔵島を中心に北東～南西方向に２２～１２５℃の高温水が帯状に存在し、

新黒瀬付近で２０．４℃、伊豆半島沿岸で１６．５℃と幾分低かった。

丘裁御蔵島南のＳｔ０Ｔ１２において５００ｍ以深で逆転が認められた。

◎１２月中旬観測

黒潮は八丈島南を迂回しており、調査海域は全域冷水に覆われた。海流は新黒瀬付

近でＮＥ／1.5～２０ｋt，御蔵島南でＥ／１ｋt、また大島近海でｓＷ／１ｋｔか

みられたのみであった。

－１１－
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０ｍ層､５０ｍ層`水温は共に概ね列島線西側で１４～１５℃台と低い東側ｍｉ６～！

～１７℃台と高い分布傾向にあったｄｌＣＯｍｉ層では大鳥～三宅)島海域に１３℃台の鮎Ｗ

低水温域があるほかは全域１４～１５℃台であった。～-－ｈハ

◎１月上旬観測

調査海域におViては黒潮の流去は認められずザ列島線東側海域でＷＳＷ/、!(～１２ｋtいい

の逆潮がみられたほか､;ず顕著な海流は認められ種かつた｡Ｔｌ、jvI吋脱Ｂｉい【{１，Ｊルー

水温分布は各層とも概ね北部で高く南部で低い傾向にあり､０ｍ層では新島西#M海エヘバ

域および"三宅島南西海域で１５℃台、その他(君は１６～１７:℃1台であった｡:掴０ｍ層ＬＬZ

は大島近海が１６～１７℃台、大室出し以南海図域では列島線東側でＭ℃台=西側で鴇■～

１５℃台で!あった｡１００ＩＩＴ層は三宅島南西海域で１５℃と低;《襯鳴以北海域およ

び御蔵島周辺'海域で１５～イ６℃台であづだ。:いいい；い}ハノートー～)/､“■

◎５月上旬観測『ｍＪ～;胡ｗＬｊ１Ｗ(:小
:に:;､L:北＃調査測点が２点と少危ぐ詳細は不明である。

大島～房総半島海域の水温分布は０ｍ層ｉ５０ｍ層は共に↑１５℃嵐ｊ０Ｃｍ層は」Ｊ

’４℃台であったｒい～～，Ｌ；ｊｗ－■ビル。:Ｉへ,)L:いい４－J
．・１．，
＃、’１，．

．５月下旬観測ヒルｗ、Ｌ｢‐〕！〉トノト十つｺﾞ…〆,i〉
調査海域は冷水塊におおわれ､･黒潮の流去は認められ丘かろだ｡,海流は:列Ｉ島線西側～

海域および野島崎近海でＮＮＥ～ＮＥ／１～２Ｍがみられた。：'J1へＬい‘

水温分布は０～１００ｍ層とも利島近海および御蔵島東沖で低〈（0ｍ層1Fi5～1ぃ’ん

４℃台、５０ｍ層１５℃台、１００ｍ層１２℃台）、|房総沿岸から三宅島近海にかけに"7｛

て高い（0ｍ層１６～１７℃台、５０ｍ層１６℃台、１００ｍ層１５℃台)４とくいら同｜～

傾向の分布状態ぞあう(彪一ＪｗＬｗＩｗｆｌｊ;い:－Jルハノシリ；

(5)プランクトン出現状況f■■へ!、:}～＃ＬｗへⅡ,;:Ｍ期：～Ｉ
沖合ならびに地先定線調査において⑬Ｂネットにより採集した２Ｍ測点のプラソル灯

クトン出現状況は別表に示すとおりである。パルいい

出現状況の表示には下記に基づく「ＣＲ法」を用いたdjW;～ｉｆ/;ハ?rjl1L(rい〃

７０％＜～:（ＣＣＣハ４５％＜～≦７０％：（ＣＯ)Ｗ５０％＜～≦４５％:（い「Ａ

Ｃ）、１５％＜～≦３１０％:（＋）、８％＜～≦:１５１％：（ｒ）、２％＜～≦８％:（輔rtwjY:ｌ

ｒｒ）、２％菫～:Ｉ（ｒｒｉ):６：ＪＷＰロー;メーーロール:/いいＷいけ

◎沖合定線調査ﾙト

４月（Ｊ線）〕‘、…－ト：～～：粁斗ｌｊ,虻へ■ニーィど

御蔵島八丈島間のｓｔ，０２８でオキアミ類が（ｃｃ）を占めた以ﾀﾄ城|尭脚類が…

多く。特に大島《町三宅島間ＯＳｔ,０２５，０２６１では‘ｑｆｍｍａｒｃｈＭｕ３がJ

卓越して出現した｡&のＬＬい~／ｊ～”（ノ‘へ…)ルミヘ刊ｊい…枇冗（

１０月（Ｉ線）旧一＜入二母…：

－１２－：－１１牝…

へ



８ｔ，０１８で:サルパ類が５０％近くを占めた以外は、各測点とも焼脚類がほほ

６０％前後を占め､～全体にＰａｒａｃａｌａｎｕｓｐａｒｖｕｓとＯｎｃａｅ乱ｖｅｎｕ－

ｓｔａが多出現の傾向を示した。Ｃ・finmarchicuLEM)出現は少左くｖ特に

ｓｔ,017以遠の沖合ではほとんど皆無に等しかった。

２月（』線）ぱい!いいｊ…而刀～－つ仁

各測点と６５Ｍj1以上は焼脚類で占められ､<量宅島近海の２測点(,Ｓｔｊ,Ｏ２６おr■〕

よびＱ２初）で(ＣＯＣ）であった６弾そのうち全j毎域にC6f1inmaWrchicuSと黒、P口.`、.・Ｐｉ

Ｅｕｃｈａｅｔａ:niarinaが分布した｡液に皮ソウ類がやや多くi鋸らｵﾙ､八女島南｡｣訂

ｓｔ，０５０で（ｃｃ）（主にホヤ類）であった。Ⅱ-＞■ｗ，.｢バー]バー

◎地先定繍周査・へ一Ｆ，ルーマピ，／TＩ（〆’～：'一Ｗ一八》ぃ

２月は調査船が小型船のため(⑲Ｂﾈｯﾄ'の曳網試験は実施Ｍ§かつだ｡，ぃトー

全体として椛脚類が多く､;iポル〆延２１０測点の半分以上に当る３１０８測点(５１１－

％）で（ＣＣＣ）を占め、（ＣＯ）を含めると８９％、さらに（Ｃ）を含めるとｂｌ９７Ｔ；

％に相当する２０５測点に達しﾌﾟto｢特に冬季の↑11～１１月の紘月はその纐約６０％に卜

達する４５測点で（ＣＣＣ）であった。

また、全体の８４％に当る１７７測点では他の種類が卓越して出現した。出現種はｉ

主にＣｄｊｆｉｎｍａｒｃｈｉｃｕ８とＰａｒａｃａ１ｌａｎＵｓｐａｒｖｕｉｓが卓越したｂＩ：いぼｈ：

矢虫類は１９％に当る５９測点で（＋）の出現を示した。／か。いが

皮ノウ類は１６％に当る５５測点で（＋）以上の出現をみせ、（Ｃ）が４測点，…:;～

（ｃｃ）が９測点あった。それらhｑ主にＳａｌｐａｆｕｓｉｆｏｒｍｉＢやウミタル類一

が－つの測点了ご大量に現われたためであう;た。〆'－－゜L･

夜光虫は４～７月かけ,て８測点で(Ｃ）の出現を示し､jそQ､低'か(＋）の出現が４〆

測点あった。ｉＦ－～「Ⅲ（hパーⅡいぶ～…ルー

以上のほかに（Ｃ）以上の出現をみせたのはクラゲ類が(ＣＯ八１測点(４月）､：

放散虫類（Ｃ）、２測点（５月）、枝角類（Ｃ）１測点（６月）であった。…

珪藻類は少丘〈、（＋)以上(E)出現はみられ段かつた｡；～；〉：いいェ｝～

を我年間の平均湿重量および沈澱量は共に昨年度よりやや多く､ｺﾞそれぞれｑ↑８，

９／mPiiJ079cc／㎡であったoT＿～ト四：Ｌ

(4)卵・稚仔出現状況万■ＷＪＬふい〉四．～．＿TLTOddo■.H'-.■

ａ.⑮Ｂルトハ■－－(ロハヘユ
ａ）魚類卵

魚卵は総数１Ｍ５４粒出現した．出現状況｜は例年どおり春～夏に多く５４～７月

および５月に全体の８１％に当る１１５６粒が出現した。ｒ

このうち種名の明らかなものは、カタクチイワシ１４粒、キュウリエソバ粒､“i・

エソ科２粒､ｈハダカイワシ目１２粒､'無足目５粒､L;サバ９４５粒でⅢあった（．入れ

－１５－

Ｐ

▲

，



８ｔ，０１８で:サルパ類が５０％近くを占めた以外は、各測点とも焼脚類がほぼ

６０％前後を占め、全体に`ＰａｒａｃａｌａｎｕｓｐａｒｖｕｓとＯｎｃａｅとＬｖｅｎｕ－

ｓｔａが多出現の傾向を示した。Ｃ・finmarcMcus:の出現は少凌ぐγ特に～

ｓｔ,017以遠の沖合ではほとんど皆無に等しかった。

２月（』線）Ａ，(:〆－／人１行庁：…；～－

各測点と６５０i％以上は焼脚類で占められ､逼宅島近海の２測点(:Stj,０２６欺汀

よびQ2i7r）で（ＣＣＣ）であった｡炉そのうち全海域にｑｆ,inma畑ｈｊＣｕｓとi：

Ｅｕｃｈａｅｔａ訓njariMが分布した./次に皮ソウ類がやや多くみら妬(八丈島南Ｏ

ｓｔ，０５０で（ｃｃ）（主にホヤ類）であった。」、～…しい～]Ｆ

◎地先定線調査什〆１１Ｊ■;小町ﾙﾙﾙ;へ」に’,～:ＴⅦ～ルハー心｣（、…

２月は調査船が小型船のため(⑮Ｂﾈｯﾄの曳網試験は実施し左加だ｡~w＝い：
全体として棉脚類が多く､ハ(〃〆｣延２１０測点の半分以上に当る１０８側点（５１ぃ

％）で（ＣＣＣ）を占め、（ＣＯ）を含めると８９％、さらに（Ｃ）を含めると､(９７卜

％に相当する２０３測点に達しﾌﾟ定｡｢特に冬季の’１～川月の紘月iはそＯ約６０％にト

達する４５測点で（ＣＣＣ）であった

また、全体の８４％に当る１７７測点では他の種類が卓越して出現した。出現種は

主にＣｏｆｉｎｍａｒｃｈｉｃｕ８と;Ｐａｒａｃａｌａ叩ｓｐａｒｖｕｌｓが卓越したび：～写。

矢虫類は１９％に当る５９測点で（＋）の出現を示した。

皮ノウ類は１６％に当る５５測点で（＋）以上の出現をみせ、（Ｃ）が４測点、…念

（ＣＯ）が９測点あった。それらはい主にＳａｌｐａｆｕｓｉｆｏｒｍｉｓやウミタル類／

が一つの測点Ｚ大量に現われたためであうた。 '－１!#o

夜光虫は４ﾍﾏ７月かけて８測点で(ＩＣ）の出現を示し､｣その低'か(＋）の出現が４、

測点あった。ｉ－ＬＪバーへ;くい」心口ぃｉい

以上のほかに（Ｃ）以上の出現をみせたのはクラゲ類が(ＣＯ)､１測点（４月)ぃ

放散虫類（Ｃ）、２測点（５月）、枝角類（Ｃ）１測点（６月）であった。

珪藻類は少左〈、（＋）以上の出現はみちれ薮かつた．「い…(、Ｌ，ルー

を輯年間の平均湿重量および沈澱量は共に昨年度よりやや多くｗそれぞれｑｌ８

ｇ／㎡$:０７９ｃｃ/､fであった。＞

(4)卵・稚仔出現状況片■UIL人一ﾄュバミ（；し一コゴーi「

ａ.⑮Ｂルトハ》□いいコノルルババＬＬｌＪ～‐”
ａ）魚類卵

魚卵は総数血(４５４粒出現した。出現状況iは例年どおり春～夏に多く、』～７月

および５月に全体の８１％に当る１１５６粒が出現した｡け／’γ■シイ上～

このうち種名の明らか丘ものは、カタクチイワシ１４粒、キュウリエソバ粒､（「

エソ科２粒､が:ハダカイワシ目１２粒､〆無足目５粒､ヤサパ９４５粒であった｡（．〈‘､

－１５－

▲

＆



サパリロは４～７月および２，５月に、例年に比べ広範囲に出現したが、これは冷

水塊の影響に主ると思われる。キュウリエソ卵は４～９，１、５月に出現し、カタ

クチイワシ卵は２，５月に北部海域でみられた。

ｂ）魚類稚魚

稚魚は総数５５５尾が周年にわたって出現したが、冬季には少丘かつた。

このうち種名の明らかなものは、カタクチイワシ（不明シラスを含む）４０尾、

オキエソ２尾、ハダカイワツ類２５尾、イットウダイ科、フリソデウオ科各１尾、

コサパ６尾、アジ類タカくいカゴカキダイ各１尾、カサゴ科２尾、サイウオ５尾、

カワハギ科１尾であった。プ

カタクチイワシは４～１２、５月に列島線東側海域を中心に出現し、ハダカイワ

シ類は４～６，８～１０月に広い範囲で出現したサバは４月伊豆半島沿岸で、ア

ソ類は５月銭洲近海で、タカベは１１月房総半島沿岸でみられた。’～Ｌ

ｃ）イカ繍ロ・稚仔

イカ卵は１１、５月iに７粒出現し、稚仔は４，６～１１月にわたづて５２個体が

出現した。

ｄ）その他＜ガノ

タコが１１月に１個侭アリマラーパ､ノフイロゾマが各５個侭ウミアメンポが

１個体みられた。ヘト《～

bd⑮ネット
ａ）魚類ｉｍ３,…か、へ

魚卵は総数１ス５５９粒と、本調査始蚕って以来最も少なかった｡Ｌこれは、４月

沖合、地先両調査でサバ卵を中心にス７０４粒と多数出現したハ５～８月調査で

２，２６６粒と例年の６～２０％しか出現し左かつたためてある。

１１、１２月両調査で出現した４，５１０粒にはタカペ卵が相当薑数含まれていると

思われる｡Ｌ

これらのうち種名の明らか丘ものの出現状況は次のとおりである｡

．サパ卵（サバ型卵を含む）

出現期は４～７，２，５月と昨年度と同様であったが、出現数は２１４２粒と倍

増した。４月沖合、地先両調査でス６０５粒と多く出現したが、他の月は例年に比

べ少丘かつた。また４月沖合、地先調査では魚卵中、サバ卵の占める割合は９９

％、９８％と圧倒的多数を占めた。

出現海域｡は調査海域の全域にわたり、例年多量に出現する大島近海では少なく、

神津島、三宅島近海で多くみられた。Ｌ

・カタクチイワシ卵

７，２，５月に例年に比べ非常に少ない６２粒の出現にとどまった。これは例年

－１４－

公

ｑ

￣



多量に出現する夏季に少なかったためである。出現海域は伊豆半島沿岸海域を中心

に北部海域であったａ

・マイワシ卵＞

６，７，１，５月に９１粒出現し、うち７８粒が１月にみられた。出現海域は主

に房総半島沿岸から列島線東側海域であった。

・キュウリエソ卵Ⅲ

４，５，７および１～５月に５８粒出現した。５月に伊豆半島沿岸海域を中心に

~４８粒出現した｡Ｊ

・ハダカイワン目卵

５～８，１１月を除く月に計１５０粒出現した。冬季に多く１２～５月で１２２

粒を占め、利島～新島周辺海域から列島線西側海域に多くみられた②
．ｒ

・無足目卵

Ｌ:６～５月の長期にわたり９５粒が出現し、うち１月が最も多く４５粒出現した。

出現海域は調査海域のほぼ全域にわたったが、房総半島近海でやや多い傾向にあっ

た。…

・その他

エソ科卵か８～１１月に北部海域で１９粒レサンマ卵が２月八丈島近海で１粒、

サヨリトピウオ卵を含むトビウオ類卵が７，８月に三宅島～御蔵島近海で６粒、フ

リソデウオ科卵が８，１２，２月に４粒出現した。

b）魚類稚魚

総尾数は２８２０尾と魚卵同様、調査始まって以来最低であった○月別では１０

月地先調査の９５７尾を最高に秋季に多く出現したｑそのほか４月地先調査でもや

や多くみられた。
.､､1.-I

正これらのうち種名の明らか葱ものは２，４４６尾であり、その;出現状況は次のとお

りである。
『．．・

・マイワシ／

～１１～５月の冬季に５５尾出現した。うち大部分は１，２月に三宅島～御蔵島を

:中心とした島回り海域でみられた。全長は，～２２ｍｍの範囲にあった。

Ｃカタクチイワシ（不明シラスを含む）

カタクチシラスは８，２月を除く周年にわたり５７１尾出現した９，１０月に

多く、両地先調査で５９％に当る５５８尾が出現した。調査海域のほぼ全域から出

』現したが、大室出し近海をはじめ北部海域で多い傾向にあった。蚕た、御蔵島東の

Ｓｔ，Ｔ１４では７月に４９尾出現した。全長は５～５４ｍｍであり、夏～秋季に小
一一;~.｣可`-.

さく、春季に大きい傾向であった。

・ネズミギス

ー１５－

ａ

ｑ
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j-S~イイ'月に８５８尾出現した。出現時期は昨年と同様である汰尾数は職０ｈ

約5倍に増加した6とれは１０目地先調査で６８５尾と多量に出現したためである。

出現海域は三宅島以北海域に広く出現したが、特に房総半島近海および新島西側海

域で多くみられ､『全長は'４５～２Ｍｍｍであった。

、ハダカイヮン類’いいパハ

２月を除く各月にわたってＴＯＯ尾が出現した。７月に２５尾みられたのをはじ

め、春～夏季にやや多くみられた。出現海域は昨年同様御蔵島周辺海域で多量に出

現した。また沖合調査では黒瀬近海で多くみられた。全長は4.8～８４．０ｍｍの範□1Ｗく
い･び～へ－つｈ…

囲にあった。
？～～コハif（

・サンマ～

｣:4（7,1~５月に150尾出現したが､これは昨年の約1/5であり､}例年に～

比べても少なかった｡L+４月沖合、地先調査では御蔵島周辺海域から八丈島にかけて…

■､多（分布した（↑ん５月調査では伊豆半島～新島海域および三宅島東沖海域に中主

心がみられ髭6穴全長はji月では６８～（０ｍｍの範囲にあり、２０ｍｍ以上の稚■ご

魚が多く、１～５月では5.5～９２０ｍｍで１０ｍｍ前後の仔魚が中心であうた｡ＷＦ
詩:》I-６

・トビウオ類

サヨリトピウオ２尾『ホントピ１尾、アヤトピウオ１尾、ツクシトピウオ１尾､アノー

イダデン'トビウオ1尾〈ハヨロモトビウオ5尾を含むトビウオ類１９尾は､４，７～１１ｈ

月に出現した｡］出現海域は三宅島以北海域で多い傾向がみられたが､御蔵島南の

Ｓｔ，Ｔ１２で４尾など南部でiIi出現した。全長は５５～５５．０ｍｍであった。
｡：.，

ｂｌサギフエ］…－－…

ｆＪ４ごイハ１▲３月;に7も尾出現し、うち１月に５７尾、５月に２７尾が出現し

た。調査海域のほぼ全域から出現したが、三宅島、神津島周辺海域でやや多くみら/Lw

h、沖合調査では８尾中７尾が八丈島以南海域で出現した。全長は５５～５１０ｍ－

ｍであった。

・サバ

－４，７月の２ケ月に４ウ尾、うち５８尾は４月地先調査で出現した。出現海域は＝ｊ

新島東近海で１:6尾、銭洲近海で１４尾、大室出し付近で９尾義ど、サバ漁業の漁白

楊形成海域に多くみられた６全長は５～１５ｍｍの仔魚が多数を占めたが、４月銭

洲近海では４３．２inmiiD矢型稚魚もみられた。

:ｂナゾ類)■T〆■～了

へ:４、１５，７～９，１１，３月に２７尾出現した。このうち最も多く出現したのiはＬご～

』月地先調査であり１;2尾出現した。出現海域は三宅島東海域で７尾のぼ水各島

沿岸海域で多い傾向にあづた。全長１０ｍｍ前後の仔魚が多かったが、２０ｍｍを

越す稚魚も５尾みられた。全長範囲は４．５～２Ｚ５ｍｍであった。

－１６－
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。，プリ類～イトブヘ・イ

プリ２５尾、レカンパチ５尾《イヒラアサ１尾が出現した。

ルプリは４，へ５月に御蔵島東海域で９尾出現したのをはじめ、三宅島～御蔵島周辺

海域でみられた。全長は８５～２５．４ｍｍであり、２０ｍｍを越える稚魚は２尾の

3Aであった｡←;■：』与れ『:ハー：

い:ｗカンパチは１０月御蔵島近海で１尾、１１月伊豆半島沿岸で２尾、全長Ｚ０～１

２１ｍｍの稚魚が出現した｡､（

～ヒラゴサは７月神津島近海で出現し、全長は５５ｍｍであった。

□Tdi丁

〆ｉ１１Ｏ～１月に９８尾出現いｊうち８１尾は１１月にみられた。多出現年のH乍年よ

…ｊ１，８００尾近く少なく､ｔ例年に比べて､非常に少丘かつた。出現海域はほぼ三宅

～島以北海域tであ;D､ｒﾈ權島西側海域および伊豆半島～大島近海で多くみられた。全

，長は5.7～１４６０ｍｍであＩＤ､６～１０ｍｍ台が多くみられた。また、４６ｍｍの

上稚魚は１月新島東近海で出現した

ｒ・その他□BWU㈹ハｄｉ

ｈ前述以外の多出現魚種についてみると、オキエソが１０、１１月を中心に、大室

～出しｒ御蔵島南海域症どでるi4尾出現し、全長は５．７～５５．５ｍｍの範囲にあった。

がボラが１１，１２月に５２尾出現した。伊豆半島～大島近海海域に多くみられ、

ｊ全長は５．２～５５．４ｍｍであった。

テンソクイサギは８～１１月に４７尾出現した。新島周辺丘ど列島線西側海域に

～やや多い分布傾向丹であハー全長は４．０～２２０ｍｍであった。

，ヒメジは春～秋に５０尾出現し、１０、１１月に多かった。新島～伊豆半島海域

、己多くみられたほか、三宅島北東のＳｔ，Ｔ１６でも多く出現した。全長は5.4～

／５，９ｍｍであつ:た゜ｆＬ

ｎ力|ワハギセ仇マズラハギ茂}どのカワハギ科は４～９月に４４尾出現した。伊豆半

島沿岸に多く、全長は5,5～５〔ＺＯｍｍであった。

■とのほか５尾以上出現した魚種は１２種であり、それらの出現状決は次のとおり

である。′､…：■い

Ⅵi､いウルメイワンはい新黒瀬海域丘どやや沖合海域に秋～冬季に，尾出現した。

汗レプトケハルン〈はｊ６５，１月に、大島～三宅島間および御蔵島南海域で５尾出

，現した｡へ～いへｎ－

ｒ，トサヨリは７月に、､三宅島以北海域で１５尾出現した。

シイラは７～１１月に江新島近海丘どで，尾出現した。

メジナ科は冬～春季に、広範な海域から１８尾が出現した。

キス科は９～１１月に、伊豆半島～新島近海で１２尾出現した。

－１７－
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ニジギンポ５尾を含むギンポ亜目は、秋～冬季に三宅島以北海域で１４尾出現し、

新島近海でやや多くみられた。

スズメダイは秋～冬季に、大島～三宅島海域丘どで１１尾出現した。

ノオヤピヅチヤは９～１１月に､Ｆ島回り海域で１４尾出現した。

カゴカキダイは秋季に、伊豆半島沿岸などで５尾出現した｡－

戸アイナメは冬季に、列島線西側海域を中心に７尾出現した｡－J

カレイ目は夏～冬季に、大島～三宅島海域，i:どで７尾出現した。，

モンガラカワハギ科は８～１０月に、大島近海を除く海域で１８尾出現した。

上記のほか、種名の明らか丘ものの出現状況をみると、アユは１２月伊豆半島沿

岸で１尾、ワニトカゲギス亜目は８月御蔵島南海域で１尾、ヨウジウオは１月三宅

島北東海域で２尾、ヒシマトウダイ（？）は１０月利島近海で１尾、カマス科（？）

"は７月御蔵島南海域で１尾､Iエポシダイは１０月勝補南東沖合で１尾､::しテンジクダ

イ科は９月新島西側海域で２尾、ムツは２月御蔵島近海および５月伊豆半島沿岸で

各１尾、タイ科（？）は９月三宅島北海域で１尾、イズスミは９月大島東海域で１

尾、イシダイは８月伊豆半島～新島近海で２尾、ネズッポ科は７月大島西海域で１

尾、チョウチョウウオ科は８６１０月に三宅島以南海域で２尾､アイゴは７，１０

月に房総半島沖合で２尾$ヨカサゴ科は４ｔ１１，１月に大鳥～伊豆半島海域孜どで

５尾、サイウオは１０、１１月に御蔵島南ほか南東部海域で２尾、フグ科が１０，

１１月に房総半島沖合で２尾出現した。…：－１へ

c）イカ類ｉｉｉ■、，汗

卵の出現は５月のZ)gであったが１６２粒みられた。大島～房総半島近海をのぞく

海域に出現し、伊豆半島～新島海域で特に多くみられた。

稚仔は１２月を除く周年に１５２個体出現し、うち７４個体は１０月沖合調査で

みられた。出現海域は１０月沖合調査では勝浦南東１５浬のＳｔ，０１６で７５個

体がみられ、地先:調査では大島～房総半島近海を除く海域に広く出現した。

d）その他

タコは６，９，１０、１２月に７個体が、御蔵島～新黒瀬海域で出現した。

アリマは５～１２月に１５０個体出現し、９，１０月に多くみられた。出現海域

は大島～房総半島近海を除く海域であり、新島東側海域で多くみられた。

オフィロゾマは４、６～１月に１５個体が、三宅島以南鰊海域を中心に出現した。

ウミアメンポは６～１１月に１４７個体出現し、７月に多数出現した。出現海域

はフィロゾマと同様、ＳｔｌＴ１２の６５個体をはじめほとんどが三宅島以南海域で
！．

あった。

エ

ａ
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２）主要魚種の漁,況の推移と特徴:（昭和４５年１～１２月）

（１）サバ

ロ
ロ
一

宮
０

伊豆諸島近海におけるサバはね釣漁業は例年１～５月に

銭洲海域、神津島～新島、大室出しへと漁場が移動する。

４５年漁期は例年より魚群の南下が遅く、ようやく２月

初めに銭洲海域に漁場が形成され、良い船で１夜１隻８ト

ン、平均４～５トンの水場で、出漁船は１０～１５隻、漁

場の表面水温は１６℃台であった。

２月中旬にたって、ようやく本格的な漁況になり、良い

船で２０トン、平均１０トンの水場、魚体は大中混りで中

が多く、出漁船は一都三県合わせて約５００隻であった。

その後、４月中旬室では引続いて銭洲漁場が主漁場を形

成したが、今漁期は冷水塊の影響を強く受け、特に盛漁期

である５月中は全般に水温が低目で１５～１５℃台を持続

し、漁況も低調で良い船で１０～１５トン、平均６～８ト

ロ/位の漁況であり、また出漁船も少<２５～３０隻位であ

った。

４月上旬になって１７℃前後と水温の上昇があり、漁況

も好転して最高２２トン、平均１０トンで魚体は特大、大

が多くなった。しかし、中旬にだって一時的に１５℃台へ

水温の低下がみられ、漁況も不安定で漁獲平均６～８トン

に低下した。

４月下旬になっても漁場は銭洲が主漁場であったが、海

況が不安定であったこともあって、漁況は不振で平均３～

５トンの水揚であった。

４月下旬から５月始めにかけて漁場が渡り瀬から神津島、

新島を経て上旬後半には大室出しへと移動した｡５月に入
「コゴ

ガろと水温は比較的安定して/１７～１８℃台を示し、漁況は
..Ｗ A戸

‘平均1ｉＯ～１５トンと良好､であった。しかし、５月下旬か

淳ら６月始めにかけて魚群が急激に分散し、漁獲篭低下して、
‘１２．．

．（

#１平均２～葛トンと左仇伊豆諸島近海での大型船によるザ

|Ａ′；は泡釣漁業は終漁した｡艫ハコ．－$～.’．－ｱイ′Ｉ．，.・叩

(2)ムロアジ

ムロアソを対象とする棒受網漁業は６月中旬に銭洲漁場

において操業が開始され、当初は１～５トン平均の漁獲で
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’十不振であった｡/魚種別の混獲率はアサパ６，肝ムロアジ５、マアジその他１であった。

６月下旬に左うて漁場は新島周辺から大室出しへと分散し、出漁船は一部三県漁船合

Tせて２５０~３Ｄ℃隻で､漁獲は良い船で１２トン、平均７～８トンと比較的好漁とな

ったが､しかし‘その後の海況は冷水塊が伊豆諸島西側に張り出し、伊豆諸島北部海域
!-0「F,

：は黒潮流軸の北縁で比較的安定した海況にあったにも:かかわらず、好漁は長続きせず７

月始めから平均２～５トンとまったく低調になった。そして漁場は銭洲、新島、三宅島

大室出しへと分散した６へ

'９月中旬に至うて主として大室出し付近に漁場が形成さ狐平均１０～１４トンと好

ｉ漁に左うたがいサバ、Ｉムロの混獲率は８:２と圧倒的にサバが多かった。この状態がほ

ぼ１０月下旬童で続き、１１月に入ってからは再び冷水塊の東進に伴左って除々に漁況
..、.19.ＫＯ

も不安定となり平均４～５トンに低下し、１２月始めにほぼ終漁となった。：～へ

￣戎ハ丈島近海および以南海域におけるアオムロを対象とした地元八丈漁船による

ムロ棒受網漁業では８～１２月'にかけて平均４００～５００ｋｇ、良い船で７００～８

００ｋｇの漁模様で、１０月頃は青ヶ島及び青ヶ島以南海域に漁場が移る左ど活発に操

』業が行宏われ､■全体としては好漁のうちに１２月初旬に終漁した６」

5）地域主要魚扇種の漁祝の推移と特徴（その他の魚種）…ＡＩ

（１）ハ々トビウオ■～へハハ

トピウオ流刺網漁業は例年とほ|胴じ２月中旬に鳥島海域で操業が開始され、５月中

旬､三宅島付近で終漁した６トー地。‐「’

本年の春トビ漁期間における海況は、全体として遠州灘沖の冷水塊が張出して伊豆諸

島付近に西から接近した。とのため黒潮流軸は八文鳥～ベヨネーズ間の広い海域を変動
・ｉｆ・

し種から流去したた駄八丈島以4臨域は平年より低水温で経過した。

＆２月中旬に鳥島海域へは地元大型船３隻が出漁した汎‐まったく不振で１夜１隻平均

５００尾程度の漁獲であったその後､下旬に入≦て表面水温が１８℃台に左ろと平均

５００～８００尾程度に上昇し、この漁模様が５月上旬まで続いた。５月中旬に至って

良い船で５，０００尾、｢平均2,Ｃｏｏ～5；０００尾の本格的漁模様となり､この好漁が４

月上旬蚕で続いた。

，青ヶ島海域では５月始めには表面水温が１５～１６℃台と低く、鰯湯の形成はみられ

左ルたが、５月下旬に云って１８～１９℃台に上昇し､これに伴江って１，０００～２，０００

尾；の漁獲と本格化した。出漁船は７～８隻であった｡□

４月上旬には鳥島漁場で良い船で５，０００尾、平均２ぅ０００尾程度であったが、漁模

様が不安定であったｊ:青ヶ島漁場では多い日で↑5隻ほど出漁し、漁況は鳥島漁場とほ

ぼ同じであった。八女島近海では５０隻位が出漁し、平均１，０００～１，５００尾の漁獲

であった｡}か

鳥島漁場では４月中旬から急激に漁獲が不安定と承り、平均１，０００尾程度に下降し、

－２５－
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、４月下旬始めに終漁と左った。青ヶ島漁場では４月中旬が最盛期で、良い船で８，０００

尾、平均５，０００～４，０００尾と好漁し､､八丈島近海では最高５，０００尾、平均１，００

Ｕ尾位であまり良く左い漁模様であった。４月下旬には青ヶ島～八丈島海域で漁獲が低

尹下し７００～８００尾平均と⑪、この頃になって三宅島、神津島近i毎に漁場が形成さ

ｆれ始め、１０～１５隻出漁して良い船で1,Ｃｏｏ尾、平均５００～６００尾の漁獲があ
』?．

っﾌﾟを｡、／八Ｅ

５月初旬は青ヶ島、八丈島両漁場とも漁期末となり５００～１，０００尾程度と下降し

て５月１０日頃、操業を打ち切った。三宅島ぃ神津島近海では５月中旬まで操業され、

良い船で１，５００尾、平均５００～１，０００尾位であったが､１５日頃に本年:漁期を終

Ⅱ漁した。

(2)スルメイカ

：伊豆諸島におけるスルメイカ漁業はその幟とんどが大島周辺（大室出し、千波沖、岡

田沖）で､９月から翌年５月にかけて地元小型船及び他県（千葉､ｉｒ１神奈川、静岡）の小

型船によって大部分は日中操業される。■イヘー

昭和４５年は６月末に大室出し付近で操業が開始され、１日１隻平均５０～１００ｋｇ

の水湯で、比較的好調左出足を示した。その後は８月中旬に￣時期ではあるが１５０～

２００ｋｇの好漁があった他は、全般に５０～７０ｋｇ前後の比較的安定した漁況が

１１月始めまで千波沖及び大室出し両漁場で続いたが､１１月中旬からは良い時は１日１

隻平均１００ｋｇ、悪い時は２０～５０ｋｇと不安定左漁獲状態を示したそして、２

～月下旬にほぼ終漁した。－：－

－本漁期の総７k場は漉浮港５０トン、岡田港２４トン、合計５４トンと全(本としては

４２，４４年に次ぐ．不漁年で､Ⅱ近年の好漁年であった４５年の１７４トンに比ぺるとほぼ

二４分の１であった。月別では８月の２０トンが群を抜き､９月1'２トン､i１０月７トン

Ｌと漁期後半は下降を続けた。左転口地元船の水湯は２４トンで、全体の４５％を占めた。

(5)マカジキ〆

～伊豆諸島近海におけるマカジキ突棒漁業は例年２～５月に銭洲、神津島､(三宅島及び

大室出し付近の海域で操業される。

～昭和４５年は例年より多少早く１月下旬にわずかの水湯があったが､〃その後は５月下
､ｉ‘・

旬までをったく皆無の状態であった。K，八;～

４月に入って三宅島を中心に神津島、銭洲にかけてマカゾキの濃密群が来遊し、漁獲

も急上昇した。地元船は三宅島、神津島合せて１４～１５隻出漁し、良い船で１日当り

１０本位、平均６～７本の漁獲、他県の大型船は２０～５０隻出漁し、良い船で５０本、

平埼１０本位の漁獲､:魚体は平均５０ｋｇ、漁場水温は１７～１９℃であった。４月下

旬始め頃から漁場は三宅島中心から神津島近海に移って、全般に不振となり地元船で１

～２本、大型船で２～１０本と不安定に左ってきた。

－２６－
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５月初めに云って漁場は依然神津島近海で、平均５～４本の漁況となったが、その後

はまったくマカジキの回遊がみられず、そのまま終漁と辰､っ危

本漁期間は全体的に伊豆諸島西側の冷水塊のため、黒潮流軸は八丈島以南を大きく迂

回し､~その後房総沖に流去したが、流軸が八丈島東から」趾する場合､<三宅島、神津島

付近へ接近した時に好漁場が形成された。しかし、波浮港に水場された総量は、全体と

して不振で４７トンに止まり、前年の２１０トンを大きく下回り､八近年１０ケ年平均の

７７トンの６０％に止まった。

4）昭和４５年における主要資源の評価：

（１）サバいい

伊豆諸島海域における－都三県漁船の総水揚量はほぼ１０万トンで、これは４１～４

５年の１５万トンに比べ口約５万トンの減少であった。この原因としては、操業隻数及

び労働人員の減少等、漁獲努力量の低下もあったが、今年の漁期は、伊豆諸島西側の冷

ノミ水塊に影響されたことが大きく、主漁場である銭洲近海で、水温の異常低下が続き、と

／のため_漁期前半の１～５月の来遊量が特に少左かつれ

)～〔さた、~魚体測定結果からみて、本年は小型魚の占める割合か多いことが特徴である、

近年の傾向としては単峯型で、ここ５～４年間は大型化の傾向であったがｕ今漁期は１

～５月が５２～５５cｍ（５年魚）と小型で、４～５月は５２～５４ｃｍ及び５８～

４０ｃｍ（５～６年魚）の双峯型に変化した

性成熟係数（ＫＧ）の変化はほぼ平年並で、ピークは４月下旬にみらｵし、字は１１．０，

６は１５．０の値を示した、これらの季節変化からみて今漁期の産卵時期は５～５月で、

特に４月下旬がその盛期であった。：．，

(2)ハマトピウオ

本漁期間における春とび漁獲高は総計で１１１万尾強（４６５トン）と前年をも下廻

Ｕ八最近１５年間の最低を記録した。４２年に近年の平年漁を少し上廻る５５０万尾を

漁獲して以来、４５年１６０万尾、４４年１５０万尾､砂そして本年の１１１万尾と急激

～,左漁獲の低下を示している。

これは前年同様に、春とび漁期間中に冷水塊が西から大きく張出し、黒潮流軸は八丈

島以南を大きく迂回したため、主要漁場である八丈島｢近海は異常低温を続け、トビウオ

濃密群の来遊がほとんどみられなかったことが大きな原因となっている。

漁場別にみると鳥島近海１６万尾、青ヶ島近海５４万尾、八丈島近海５０万尾、三宅

島、神津島近海１０万尾と全漁場とも不振であったが寸特に八丈島周辺漁場は従来から

平年漁とされていた２００万尾を大きく下廻り、ほぼ平年の４分の１程度に止まった。

，

5.-漁況海況予報事業実施上の問題点

１）調査研究上の問題点

－２７－



（１）定線調査」（■」_卜へご

○近年冷水塊が多く発生し、海況の変動が激しいカミ月１回程度の定線調査では、適

ｉ:？■確覆把握と正確な;予報は困難であ｢ろ６人い;か:iL:丁；±い&〆：～

Ｔ:○二本年度:はサンマ、カツオ一斉調査のためい」予算の削減があう'たが､~調査規模は前年

，同様である?たた』t)､い(充,分丘調翻x行痙えなかづたｄ■一wmliルー」いつ

」汀○」本都には調査、観測の専用船が注ぐ、指導業務を兼ねるため８時間的に余茄が丘〈、

天候等の影響により充分左調査が実施でき祓いときがある｡ヘニ一一

○定置観測水温は海況変動を把握する上で重要(であるが､>三宅島、神津島では､〔地先

の漁業協同組合の職員が行左っているため、中断あるいは速報性に欠ける場合がある。

《2）'今後の調査研究上の必要事項:刀トハハｗ~｛

ｗｆｏｓ海況の把握には連続観測が必要であるが、(調査船にｴる観測は月１回が限度である

、い:いため、船空機観測に主ろ補充調査、プイロポシ“ﾄの設置等が必要である＃‐'）

，へ○〆現在の定線調査は、現場'および資料整理に多数の人員と時間を要するため(８．Ｔ・

ＤＬ等の観測機器を導入し、調査の省力化、迅速化を積極的に計るべきである。

～○田本事業の目的達成のためには､）資料整理、解析あるいは考察を充分行;雇う必要があ

ｔｊ（｢γ'ろ｡〆とのたUtj専門職員の配置左どの施聿策を要望する。～’１口いい

」○｝息d丘物価の上昇が激しいにもかかわらず、単価増かほ:とんど調{められ云い、そのう

え本奔:のように予算削減があっては、事業の遂行にも支障をきたすので恥との点につ

～いても予算措置詔計るべきである｡Ｍ～へ戸-Ｗへ～～

か2）了予報作成との問題点～トー

（１）予報と実際上の比較■～～，～：

○現状では人員不足のため、資料の解析、考察が十分でない、この允談め予報は非常に

‘し困難であり､,:現況報告にとどまるととが多い゜、～＿くつ■、（！’い

へ○現在の海況速報は遅く、漁況とはずれがあり、直接漁況予報とはならずい情報の迅

～〉_二八速化を図から:丘ければ､,漁業者の役には結びつかない。「：←:随ヘーー･凸｡８｡`･

○伊豆諸島海域はローカル的辰漁業を営むものが多くＩ現在の特定漁業｜についての予

報体制では、漁民の要望にこたえられ症い場合が多い。凸

（２）今後の予報作成上の問題点ﾉｺﾞｰＬ■､'

○漁民が本当に知jりたいのは､ぃ今日、明日の漁況である。このため資料の収集、伝達

人を迅速化するとともに＋短;期予報のできる体制を確立する。

！シ○ペ1名魚種についｊての資源量の推定方法を確立し、ローカル的左魚況に使用出来るよう

ＬＩ/としたい６～Ⅱ＿

○小型船でも,情報を有効に利用出来るよう蔵』情報の伝達方法について検討する。
+--゜00,4■-白･ _ｉ１Ｉ１'’

○漁海況予報の精度を増すために、さず冷水塊の発生要因丘ど海洋のメカニズ公を把

握する必要があり、このための調査を重点的に実施すべきである。

－２８－
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表資：科

1．海洋観測表
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資料Ｉ海洋観測表

(1)沖合定線調査
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第２次（Ｉ線）昭和４５年１０月６～７日
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第５次（』線）昭和４６年２月１６～５月１日
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(2)地元定線調査
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